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日 時
　      

　　　　



　　　　テーマ:「食料・エネルギー備蓄・循環型社会」

受付
13:00～14:00      
開会あいさつ
14:00〜14:10
茂木　創　理事長
	14:10
	オイルショックとマクロ経済
	木村　正信（金沢星稜大学）

	14:50

	緊急時における一般入札と随意契約の社会的費用
	茂木　創（拓殖大学）


	15:30

	緊急時における石油供給の円滑化-災害時給油所地下タンク製品備蓄促進事業とその課題
	立花　亨(拓殖大学)


	16:10


	日本における廃車由来の電装品リサイクルの現状と課題
	劉庭秀（東北大学）
・齋藤優子（日本学術振興会・東北大学）

	16:50


	日本における産業廃棄物処理の課題に関する再考察-青森・岩手県境不法投棄事案を事例に-
	
	
	齋藤優子（日本学術振興会・東北大学）
・劉庭秀（東北大学）・林琴（東北大学）


	17:30
	パネルディスカッション
	司
	会
	角田　晋也　企画委員長


閉会あいさつ  　　　 　　　　  　　17:50           吉野　文雄　会長(拓殖大学)

 







主催：日本マクロエンジニアリング学会（JAMES）


後援：拓殖大学


      NPO法人マクロエンジニアリング研究機構(RIMEP)





日本マクロエンジニアリング学会


第30回年次研究大会





米国の金融緩和の出口が近づいたためかインカムゲインのない原油の価格が下がり「逆オイルショック」とまで呼ばれています。他方、日本マクロエンジニアリング学会が登録している日本学術会議でもTrans-disciplinaryを合い言葉として学術研究の実社会への応用が求められております。今回の研究大会では発表者が発表内容を引き継いだパネルディスカッションでのパネリストとなり、食料・エネルギー備蓄・循環型社会について討論する予定です。





























日　  時　








2015年2月28日(土)　14：00～17：50





場 　 所








拓殖大学　文京キャンパス　C館406室　(最寄り駅:茗荷谷)








参 加 費








一般:5,000円(初回に限り一年間、本学会準会員になれる特典あり)


本学会員:0円、有効期限内の学生証を掲示いただければ無料





プログラム





�





   　　　　　　日本マクロエンジニアリング学会事務局





〒112-8585　　東京都文京区小日向3-4-14　拓殖大学政経学部　茂木研究室　


電話/FAX　　 03-3947-9204  � HYPERLINK "mailto:Eメール    　fyoshino@ner.takushoku-u.ac.jp" �Eメール   <hmotegi@ner.takushoku-u.ac.jp>� 


 UEL �HYPERLINK "http://wwwsoc"�http://wwwsoc�.nii.ac.jp/james2/











＜沿革＞ 

　日本マクロエンジニアリング学会は、元外務大臣の大来佐武郎氏、 OECD科学技術政策委員会議長(当時)の大島恵一氏、元東京大学総長茅誠司氏、日本学術会議会長(当時)の伏見康治氏、日本学士院(当時)の和達清夫氏らの肝煎りで、1985年に創設された学術団体です。 

